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＜第54号の訂正＞ 

・前号で、月輪熊の捕殺数の倍率を2.08倍と書きましたが、1898/771=2.46倍、

の間違いでした。訂正させて戴きます。 

 [I]  ＜統計での月輪熊U.thibetanusと羆U.arctosの捕殺数の数値は正確なのか＞ 

 



門崎は恩師の北大名誉教授犬飼哲夫先生と、1978年～1991年迄の14年間、北海道での羆の

年度別捕殺頭数を、毎年猟師や市町村担当者に直接問いただす方法で、年度別捕殺頭数を

検証した。対象年度の括弧内数値が道庁調査、無括弧の数値が犬飼・門崎の調査数値であ

る。そこで識った事は、道庁の数値は過大であることを識った。理由は、例えば、２人で1

頭の羆を獲った場合、各人が１頭ずつ獲ったと報告している事例がある事による。調査対

象年以外の年度の数値の信ぴょう性に付いては検証の仕様がないので分からない。ただ、

このような事例があると言う事だけは留意すべきと思う。 

 

＜九州の月輪熊は絶滅したのか＞ 

門崎が収集した、九州での月輪熊に関する情報は、1932 年以降（今日までの 84 年間）に、

捕獲が 3 例、そして 1999 年以降に姿の目撃が 2 例ある。 

いずれも九州中央部付近にある「祖母ｿﾎﾞ・傾山ｶﾀﾑｷﾔﾏ山系、標高は 1,600m～1,700m」 

での記録である。 

＜捕獲記録＞ 

① 1932 年(84年前)に、大分県側で捕殺した（熊の性別等は不明で有る）。 

② 1941 年(75年前)に、宮崎県側で捕殺した（熊の性別等は不明で有る）。 

③ 1987 年(29 年前)11 月 24 日、午前 11 時頃、大分県 緒方町ｵｶﾞﾀﾁｮｳ 上畑の佐藤辰美

ｻﾄｳﾀﾂﾐ、59 歳(ｲﾉｼｼ猟中に)、九折川ﾂｽﾞﾗｶﾞﾜ沿いの山中の標高 600mの自然林で、猟犬を追

ってきて 4～5m 先で立ち上がった熊を射止めた。体長 141cm，体重 74.5kg、推定 3～4 歳

の雄。胸に三日月形の白毛がある。①～③はいずれも、1987/11/26/の新聞「赤旗」による。 

        （以後捕獲例はない） 

 

＜目撃例＞ 

①1999 年 5 月 8 日、遭難者救助で山に入った救助隊員 4 名が、傾山北側(大分県側)の、ア

オスズ谷下流で、子熊 2 頭を連れた母子 3 頭を目撃した。1999/5/8 新聞「/赤旗」による。  

②2000 年 3 月 19 日、大分県 緒方町ｵｶﾞﾀﾁｮｳで、砂防現場に車で向かう林道で、複数の作

業員が、母子 2 頭(母は体長約 1.5m、子は約 70cm)が、車の前 5m先をのし歩き、雑木林の

中に消えるのを見た(渡辺紘三、59 歳、談)、2000/3/19/北海道新聞による。 

 

＜他に、足跡の目撃＞ 

① 1983 年 2 月 24 日午前 11 時頃、宮崎県高千穂町の親父山ｵﾔｼﾞﾔﾏ(標高 1,644m)の、林道

の標高 1,100m付近で、10cm程の積雪に、林道から沢にかけて 20m程、熊の足跡(横幅 10cm、

縦幅「踵～爪先」15cm)、5 本の爪痕もある。を同町役場の職員、佐藤久生 36 歳と大賀茂

農夫 29 歳が見つけ、写真にも撮した。1983/2/25/朝日新聞による。 

                                  （了） 


